
 
 

各種対策工法の検討フロー（改訂版） 
 
 
 

  

 
 

道路-宅地一体の液状化対策
の検討開始

道路側の液状化対策
を実施する

YES

NO

対応する
地震動レベルの選択

①　道路側対策あり： 地下水位低下工法　L1対応

対応する
地震動レベルの選択

②　道路側対策あり： 地下水位低下工法　L2対応

③　道路側対策あり：格子状改良工法　L1対応へ

④　道路側対策あり： 格子状改良工法　L2対応へ

⑤　道路側対策なしへ

L1対応

L1対応

L2対応

L2対応

実施される道路側の液状化対策
地下水位低下工法　 ・　格子状改良工法

格子状改良工法

地下水位低下工法

宅
地

側
で

の
対

応

：第 1 回委員会での検討後、削除された項目



 
 

 
①道路側対策あり：地下水低下工法 L1 対応 

 

 

既存住宅の状況

曳家の可能性の検討

建物被害の状況確認
(沈下および傾斜)

既存住宅がある

曳家を実施する

建物に沈下
および傾斜がある

沈下および傾斜
修正方法の選択

住宅の沈下および傾斜修正と同時に
杭の短期許容支持力(地盤の短期許
容応力度)を満足させる工法

住宅の沈下および傾斜修正によって
も地盤の状況が改善されない工法

住宅の解体

住宅の沈下および傾斜
修正方法の確認

建物の沈下および
傾斜を

既に修正している

補修後の性能(短期
許容応力度)

を確保できていることを
確認できる

ルートⅠへ

YES

YES

YES

NO

YES

NO

NO

NO

NO

ルートⅡへ

ルートⅠへ

ルートⅡへ

ルートⅣへ

ルートⅡへ

ルートⅣへ

YES

沈下および傾斜修正は実施しない

ルートⅡへ

その他の問題がある
例：支持力が偏っている

長期安定性の確認ができない

NO

YES

例
　・不陸調整のための薬液注入
　・片側のみのアンダーピーニング

ルートⅢへ

既
存

住
宅

有
既

存
住

宅
有

更
地

更
地
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ルートⅠ レベル1地震動時に地盤の短期許容応力度もしくは杭の短期許容支持力が確認されている場合(既存住宅有)

コスト算定
メリット・デメリットの整理

沈下・傾斜補修時の方法を再検討
個別対策工法の実施

建物側の沈下・修正工法の導入

NO

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

L1の沈下量を許容する

YES

YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

L2の対応をする
NO

YES

沈下・傾斜補修時の方法を再検討
個別対策工法の実施

建物側の沈下・修正工法の導入

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

①-A 

①-B 

①-C 



 
 

 
 
 
 
 
 

ルートⅡ レベル1地震動時に地盤の短期許容応力度もしくは杭の短期許容支持力が確認されていない場合(既存住宅有)

許容応力度を満足する
個別対策工法の実施

個別対策工法を実施
する予定である

YES

コスト算定
メリット・デメリットの整理

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

YES

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO
・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

NO

L1の沈下量を許容する
YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

L2の対応をする
NO

YES

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

建物側の沈下・修正工
法を導入する

コスト算定
メリット・デメリットの整理

YES

NO

 
 
 
 
 
 
 

①-D

①-E 

①-F 

①-G
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ルートⅢ　レベル1地震動時に地盤の短期許容応力度もしくは杭の短期許容支持力が確認されていない場合で
　　　　　　　 住宅の沈下・傾斜修正により支持力が偏ったり、長期の安定性が確認できなくなった場合(既存住宅有)

短期許容応力度を満足する
個別対策工法を実施する

YES

NO
コスト算定

メリット・デメリットの整理

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

YES

・支持力を均等にする
・長期安定性を確保する
・耐久性を確保する

その他問題点が解決可能である
YES

NO

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

沈下・傾斜補修時の方法を再検討
個別対策工法の見直し

建物側の沈下・修正工法の導入

NO

L1の沈下量を許容する
YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

L2の対応をする
NO

YES

沈下・傾斜補修時の方法を再検討
個別対策工法の見直し

建物側の沈下・修正工法の導入

コスト算定
メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

建物側の沈下・修正工
法を導入する

YES

NO

①-H 

①-I

①-J 

①-K 
①-L 



 
 

ルートⅣ レベル1地震動時に地盤の短期許容応力度もしくは杭の短期許容支持力が確認されていない場合(更地)

短期許容応力度を満足
している

YES

NO コスト算定
メリット・デメリットの整理

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

YES

コスト算定
メリット・デメリットの整理

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

YES

短期許容応力度を満足する
個別対策工法を実施する

YES

NO

コスト算定
メリット・デメリットの整理

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の実施
建物側の沈下・修正工法の導入

NO

L1の沈下量を許容する
YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

L2の対応をする
NO

YES

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

NO

L1の沈下量を許容する
YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

L2の対応をする
NO

YES

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の実施
建物側の沈下・修正工法の導入

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

建物側の沈下・修正工
法を導入する

YES

NO
コスト算定

メリット・デメリットの整理

 

①-M 

①-O 

①-P 

①-Q 

①-R 

①-S 

①-N 
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③道路側対策あり：格子状改良工法 L1 対応 

 

既存住宅の状況

曳家の可能性の検討

建物被害の状況確認
(沈下および傾斜)

既存住宅がある

曳家を実施する

建物に沈下
および傾斜がある

沈下および傾斜
修正方法の選択

住宅の沈下および傾斜修正と同時に
杭の短期許容支持力(地盤の短期許
容応力度)を満足させる工法

住宅の沈下および傾斜修正によって
も地盤の状況が改善されない工法

住宅の解体

住宅の沈下および傾斜
修正方法の確認

建物の沈下および
傾斜を

既に修正している

補修後の性能(短期
許容応力度)

を確保できていることを
確認できる

ルートⅠへ

YES

YES

YES

NO

YES

NO

NO

NO

NO

ルートⅡへ

ルートⅠへ

ルートⅡへ

ルートⅢへ

ルートⅡへ

ルートⅢへ

YES

沈下および傾斜修正は実施しない

ルートⅡへ

既
存

住
宅

有
既

存
住

宅
有

更
地

更
地



 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ルートⅠ レベル1地震動時に地盤の短期許容応力度もしくは杭の短期許容支持力が確認されている場合(既存住宅有)

コスト算定
メリット・デメリットの整理

沈下・傾斜補修時の方法を再検討
個別対策工法の実施

建物側の沈下・修正工法の導入

NO

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

L1の沈下量を許容する

YES

YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

L2の対応をする
NO

YES

沈下・傾斜補修時の方法を再検討
個別対策工法の実施

建物側の沈下・修正工法の導入

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

③-A 

③-B 

③-C 
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ルートⅡ レベル1地震動時に地盤の短期許容応力度もしくは杭の短期許容支持力が確認されていない場合(既存住宅有)

許容応力度を満足する
個別対策工法の実施

個別対策工法を実施
する予定である

YES

コスト算定
メリット・デメリットの整理

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

YES

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO
・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

NO

L1の沈下量を許容する
YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

L2の対応をする
NO

YES

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

建物側の沈下・修正工
法を導入する

コスト算定
メリット・デメリットの整理

YES

NO

③-D

③-E 

③-F 

③-G



 
 

 

ルートⅢ レベル1地震動時に地盤の短期許容応力度もしくは杭の短期許容支持力が確認されていない場合(更地)

短期許容応力度を満足
している

YES

NO コスト算定
メリット・デメリットの整理

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

YES

コスト算定
メリット・デメリットの整理

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

YES

短期許容応力度を満足する
個別対策工法を実施する

YES

NO

コスト算定
メリット・デメリットの整理

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の実施
建物側の沈下・修正工法の導入

NO

L1の沈下量を許容する
YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

L2の対応をする
NO

YES

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

NO

L1の沈下量を許容する
YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

L2の対応をする
NO

YES

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の実施
建物側の沈下・修正工法の導入

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

建物側の沈下・修正工
法を導入する

YES

NO
コスト算定

メリット・デメリットの整理

③-H 

③-J 

③-K

③-L 
③-M 

③-N 

③-I 
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⑤道路側対策なし 

 
 

既存住宅の状況

曳家の可能性の検討

建物被害の状況確認
(沈下および傾斜)

既存住宅がある

曳家を実施する

建物に沈下
および傾斜がある

沈下および傾斜
修正方法の選択

住宅の沈下および傾斜修正と同時に
杭の短期許容支持力(地盤の短期許
容応力度)を満足させる工法

住宅の沈下および傾斜修正によって
も地盤の状況が改善されない工法

住宅の解体

住宅の沈下および傾斜
修正方法の確認

建物の沈下および
傾斜を

既に修正している

補修後の性能(短期
許容応力度)

を確保できていることを
確認できる

ルートⅠへ

YES

YES

YES

NO

YES

NO

NO

NO

NO

ルートⅡへ

ルートⅠへ

ルートⅡへ

ルートⅢへ

ルートⅡへ

ルートⅢへ

YES

沈下および傾斜修正は実施しない

ルートⅡへ

既
存

住
宅

有
既

存
住

宅
有

更
地

更
地



 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ルートⅠ レベル1地震動時に地盤の短期許容応力度もしくは杭の短期許容支持力が確認されている場合(既存住宅有)

コスト算定
メリット・デメリットの整理

沈下・傾斜補修時の方法を再検討
個別対策工法の実施

建物側の沈下・修正工法の導入

NO

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

L1の沈下量を許容する

YES

YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

L2の対応をする
NO

YES

沈下・傾斜補修時の方法を再検討
個別対策工法の実施

建物側の沈下・修正工法の導入

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

⑤-A 

⑤-B 

⑤-C 
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ルートⅡ レベル1地震動時に地盤の短期許容応力度もしくは杭の短期許容支持力が確認されていない場合(既存住宅有)

許容応力度を満足する
個別対策工法の実施

個別対策工法を実施
する予定である

YES

コスト算定
メリット・デメリットの整理

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

YES

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO
・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

NO

L1の沈下量を許容する
YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

L2の対応をする
NO

YES

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

建物側の沈下・修正工
法を導入する

コスト算定
メリット・デメリットの整理

YES

NO

⑤-D

⑤-E 

⑤-F 

⑤-G



 
 

 

ルートⅢ レベル1地震動時に地盤の短期許容応力度もしくは杭の短期許容支持力が確認されていない場合(更地)

短期許容応力度を満足
している

YES

NO コスト算定
メリット・デメリットの整理

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

YES

コスト算定
メリット・デメリットの整理

住宅により厳しい
性能を要求する

NO

YES

短期許容応力度を満足する
個別対策工法を実施する

YES

NO

コスト算定
メリット・デメリットの整理

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の実施
建物側の沈下・修正工法の導入

NO

L1の沈下量を許容する
YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

L2の対応をする
NO

YES

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

NO

L1の沈下量を許容する
YES

L2の対応をする
コスト算定

メリット・デメリットの整理

コスト算定
メリット・デメリットの整理

NO

YES

L2の対応をする
NO

YES

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の実施
建物側の沈下・修正工法の導入

・基礎構造で対応する方法
・密度増大工法
・間隙水圧遮断工法
・地盤を不飽和化させる方法
・間隙水圧消散工法

個別対策工法の見直し
建物側の沈下・修正工法の導入

建物側の沈下・修正工
法を導入する

YES

NO
コスト算定

メリット・デメリットの整理

⑤-H 

⑤-J 

⑤-K

⑤-L 
⑤-M 

⑤-N 

⑤-I 
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解析検討パターン一覧 ①道路側対策あり：地下水位低下工法 L1 対応 

 

道路
対策

既存住宅 ルート
個別対策工法：L1対応:

(短期許容応力度)
個別対策工法：L1*対応:

(沈下を許容しない)
個別対策工法：L2対応

解析の検討数(2次元)
＼：解析を実施しない予定

検討フロー対応記号
備考　解析ケース
赤字は解析済み

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法

密度増大

間隙水圧遮断

空気注入工法

間隙水圧消散工法

その他(工法の併用)

①：基礎構造で対応する方法
②：密度増大(SCP)
③：密度増大(丸太)
④：間隙水圧遮断
⑤：空気注入(MB)
⑥：間隙水圧消散工法(GD)
⑦：その他の工法

①：基礎構造で対応する方法
②：密度増大(SCP)
③：密度増大(丸太)
④：間隙水圧遮断
⑤：空気注入(MB)
⑥：間隙水圧消散工法(GD)
⑦：その他の工法

①-G

- -

-

L1

地
下
水
位
低
下
工
法

なし
もしくは
更地・
建替え

時

Ⅳ

-

-

- -

-

-

-

- -

-

-

-

-

-

あり

Ⅰ

-

①無対策

最大7ケース

1ケース

-

- -

-

-

-

①-Q

- - ①-M ①無対策1ケース

最大7ケース

①-O

-

①：基礎構造で対応する方法
②：密度増大(SCP)
③：密度増大(丸太)
④：間隙水圧遮断
⑤：空気注入(MB)
⑥：間隙水圧消散工法(GD)
⑦：その他の工法

①-R

①-N

-

- ①-A

- ①-C

①-B-

-

-

- -

-

最大7ケース

- ①-S

Ⅲ

①-J

①-I

①-H

①-F

①-E

①-D

-

-

-

①-K

-

Ⅱ

①-P



 
 

解析検討パターン一覧 ③道路側対策あり：格子状改良工法 L1 対応 

 

道路
対策

既存住宅 ルート
個別対策工法：L1対応:

(短期許容応力度)
個別対策工法：L1*対応:

(沈下を許容しない)
個別対策工法：L2対応

解析の検討数(2次元)
＼：解析を実施しない予定

検討フロー対応記号
備考　解析ケース
赤字は解析済み

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

①無対策

- - 最大7ケース ③-M

①：基礎構造で対応する方法
②：密度増大(SCP)
③：密度増大(丸太)
④：間隙水圧遮断
⑤：空気注入(MB)
⑥：間隙水圧消散工法(GD)
⑦：その他の工法

- - - 1ケース ③-N

③-L

- - 最大7ケース ③-K

①：基礎構造で対応する方法
②：密度増大(SCP)
③：密度増大(丸太)
④：間隙水圧遮断
⑤：空気注入(MB)
⑥：間隙水圧消散工法(GD)
⑦：その他の工法

③-I

- - ③-J

-

-

- -

1ケース ③-H ①無対策

③-G

-

③-E

- - ③-F

- 最大7ケース ③-D

①：基礎構造で対応する方法
②：密度増大(SCP)
③：密度増大(丸太)
④：間隙水圧遮断
⑤：空気注入(MB)
⑥：間隙水圧消散工法(GD)
⑦：その他の工法

-

-

なし
もしくは
更地・
建替え

時

③-A

- - ③-B

-

③-C

Ⅱ

-

L1

格
子
状
改
良
工
法

あり

Ⅰ

- -

-

-

-

-

-

Ⅲ

- -
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解析検討パターン一覧 ⑤道路側対策なし 

 

 

道路
対策

既存住宅 ルート
個別対策工法：L1対応:

(短期許容応力度)
個別対策工法：L1*対応:

(沈下を許容しない)
個別対策工法：L2対応

解析の検討数(2次元)
＼：解析を実施しない予定

検討フロー対応記号
備考　解析ケース
赤字は解析済み

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

基礎構造で対応する方法
密度増大

間隙水圧遮断
空気注入工法

間隙水圧消散工法
その他(工法の併用)

①：無対策

- - ⑤-L

- - 最大7ケース ⑤-M

①：基礎構造で対応する方法
②：密度増大(SCP)
③：密度増大(丸太)
④：間隙水圧遮断
⑤：空気注入(MB)
⑥：間隙水圧消散工法(GD)
⑦：その他の工法

- - - 1ケース ⑤-N

⑤-I

- - 最大7ケース ⑤-K

- ⑤-J

- - ⑤-G

⑤-H

なし
もしくは
更地・
建替え

時

Ⅲ

- - -

-

⑤-E

- - ⑤-F

- - 最大7ケース ⑤-D

-

①：基礎構造で対応する方法
②：密度増大(SCP)
③：密度増大(丸太)
④：間隙水圧遮断
⑤：空気注入(MB)
⑥：間隙水圧消散工法(GD)
⑦：その他の工法

なし

あり

Ⅰ

- -

-

-

-

- -

-

- -

Ⅱ

①：基礎構造で対応する方法
②：密度増大(SCP)
③：密度増大(丸太)
④：間隙水圧遮断
⑤：空気注入(MB)
⑥：間隙水圧消散工法(GD)
⑦：その他の工法

-

⑤-C

⑤-A

⑤-B




